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 2007 年度 海外調査活動記録 
                                大坪慶之・片山 剛 
 
はじめに 








下、7 月の南京調査、8～9 月の台湾調査、12 月の台湾調査の順で活動を記録しておく。 
 
 
１．南京調査（7月 1日～7月 3日） 




6 月 28 日（木）【関空発⇒上海着】東方航空 MU516 便 
28 日夕刻に上海着。29・30 日にシンポジウムに出席（29 日に報告）。宿舎は上海大学。 
 





7 月 2 日（月）江心洲（南京市建鄴区） 
濱島・朱・片山の 3 名で江心洲実地調査を行う。江心洲街道弁事処を表敬訪問し、朱学
宏氏（1957 年生）から短時間の聞き取りをしたのち、午前は、東宏村の王立栄氏（83 歳、
1925 年生）を、午後は、2006 年 12 月に発見した土地廟を再建した紅光大隊長江小隊の朱
遠財氏（75 歳、1933 年生）を採訪する（次頁写真参照）。 
 
 
                                                  
1 前年度までの調査の成果については、『近代東アジア土地調査事業 ニューズレター』1 号，2006 年 3 月
／同 2 号，2007 年 3 月を参照されたい。 
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 7 月 3 日（火）南京市档案館（南京市玄武区）／【南京発⇒上海着】高速鉄道 
朝、蘇北の塩城市東台ヘ向かう濱島と別れ、片山・朱は南京市档案館で档案資料の閲覧・
収集を行う。2006 年 12 月に荒武達朗が惜しくも抄写を完了できなかった「37 年度災歉状
況表」中の江心洲関係を中心に、朱海濱が档案を抄写する。片山は『南京市地政局工作報
告 民国 34年 9月至 36年 8月』『南京市参議会第一届第二次大会 南京市地政局工作報告 36




7 月 4 日（水）【上海発⇒関空着】東方航空 MU731 便 
片山が早朝の東方航空便で帰国。 
 
    
東宏村の王立栄氏と奥さん          朱遠財氏とかれの土地廟 
 
 
２．第一回台湾調査（8月 20 日～9月 9日） 










 8 月 22 日（水）中央研究院近代史研究所図書館（台北市） 
 昨年 8 月の調査で未了となった 1930～40 年代の広東省および南京市関係の政府公報・新
地方志などの文献から、土地調査事業関係の記事を複写する。 
 











8 月 25 日（土）国立中央図書館台湾分館（以下、台湾分館と略記。台北県中和市） 

























































                                                  
2 地籍原図については、大坪慶之・山本一・片山剛・荒武達朗「台湾収集の地形図および地籍図について」

















った。なお、後日の 12 月台湾調査の際に、この「修正田畝捐章程」を掲載する 222 期（民
国 22 年 5 月 10 日出版）が破損のため別置されており、我々が閲覧できなかったためであ
ることが判明する（第二回調査 12 月 26 日参照）。 
 





9 月 4 日（火）国史館 




9 月 5 日（水）国史館 
 終日、地籍原図の照合作業を継続する。照合が済んだものはまだ全体の約 70％に止まる。 
 
9 月 6 日（木）国史館 
 引き続き、地籍原図の照合作業を行う。この日、照合作業がほぼ完了する。 
 
9 月 7 日（金）台湾分館／国史館 
 午前は、郵便局で収集・複写した資料の日本への郵送手続きを行う。 
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３．第二回台湾調査（12 月 17 日～28 日） 










12 月 19 日（水）国史館（台北県新店市） 
 夏の第一回調査では、1930 年半ばの南京市街地の 1 区～6 区を対象とする「土地他項権






























12 月 25 日（火）台湾分館 





12 月 26 日（水）台湾分館 
 『広東省政府公報』民国 26～27 年の閲覧・デジカメ撮影を行う。また片山・大坪・山本
は、『高要県政府公報』、『広東省政府週報』を閲覧し、デジカメ撮影を行う。なおこの日、
夏の第一回調査で見つけることのできなかった「修正田畝捐章程」を掲載する号が（第一




                                                  
3 1930 年代に広東省で実施された田畝調査については、片山剛「1930 年代広東省の『田畝調査冊』の性
格と作成経緯」『近代東アジア土地調査事業研究 ニューズレター』1 号，2006 年 3 月，pp.2-13 参照。 
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財政公報』民国 18～19 年の閲覧・デジカメ撮影を行う。 
 
12 月 28 日（金）【台北発⇒関西着】キャセイパシフィック航空 CX564 便 
 片山・大坪・山本・沼田の四名が帰国。 
 
 
おわりに 
 本年度の二回にわたる台湾調査では、民国期における広東省・南京市の地政関係の資料
を大量に収集し、おおむね所期の目的を果たすことができた。次年度は、これらの資料を
整理・分析したうえで、本格的な農村実地調査を行う。実地調査先としては、広東省高要
県第八区騰江郷（白藤岡郷とも呼ぶ。現在の金江郷）と南京市江心洲とを予定している。
また、広東省档案館・中山図書館（ともに広州市）や、第二歴史档案館・南京市档案館（と
もに南京市）などにおいて、引き続き資料収集を行う予定である。 
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